都市の観光魅力を形成する要因に関する研究―東アジアの都市における都市構造の比較を中心に― by 新井 秀之
都市の観光魅力を形成する要因に関する研究―東ア
ジアの都市における都市構造の比較を中心に―
著者 新井 秀之
学位授与大学 東洋大学
取得学位 博士
学位の分野 国際地域学
報告番号 甲第326号
学位授与年月日 2012-09-04
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00003931/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
ーー
国際地域学専攻博士論文要旨
都市の観光魅力を形成する要因に関する研究
一東アジアの都市における都市構造の比較を中心に－
4810041002
○論文の構成
序論
研究の背景及び動機
研究の目的
研究の方法
論文の構成
第一章都市間競争の時代と都市観光の意義
1－1都市間競争の時代背景
1－2都市観光の持つ現代的意義
1－3本研究で用いる用語
第二章都市の観光魅力の評価方法
2－1外国人訪問者数の統計利用の有用性
2－2東アジア主要都市における外国人訪問者数
比較
2－3統計数値の背景に関する考察
第三章先行研究及び評価指標の概観と本研
究の視点
3－1観光魅力や競争力の要因に関する先行研究
3－2都市の規模や魅力に関する評価指標の概観
3－2－1都市の規模や等級に関する指標
3－2－2都市の魅力やイメー ジに関する指標
3-2-3特定の分野に特化した指標
3－3本研究による独自的な視点
第四章都市の観光魅力に関する考察
4－1観光行動の促進・阻害要因
4－2訪日外国人による事前事後評価
4－3観光魅力を持つ都市の共通項
4－4異質的な東京の位置付け
4－5「都市目的地ランキング｣統計との非整合
点
4－6都市構造による影響性仮説
第五章本研究による指標の考え方
5－1都市の規模を示す都市力
5－2観光的魅力を示す観光力
5－3本研究における｢都市構造｣の位置付け
5－4類似研究と比較した本研究の関連性と特徴
性
第六章比較都市の選定基準及び対象都市の
特徴
6－1比較都市の有用性と対象都市の選定
6－2調査対象時期の設定
6－3各都市の概略史
6－3－1東京の概略史
6-3-2ソウルの概略史
1
新井秀之
6-3-3上海の概略史
6－4都市構造上の外観的特徴
6－4－1東京の都市構造上の外観的特徴
6－4一2ソウルの都市構造上の外観的特徴
6-4-3上海の都市構造上の外観的特徴
第七章本研究による指標の測定及び分析
7－1－1都市力とする指標
7－1－2観光力とする指標
7-2-1東アジア三都市の都市力の評価結果
7-2-2東アジア三都市の観光力の評価結果
7－3－1観光的観点による都市構造の指標化
7－3－2東アジア三都市の都市構造指標の評価結果
7－4本研究による各指標の相関性考察
第八章東京の特徴的な都市構造の形成過程
8－1特徴的な都市構造に至る変遷
8－2特徴的な都市構造の検証
8－2－1撮影地記録情報を用いた検証
8－2－2他の事例や資料を用いた検証
8－3国家政策・地方政策による影響
8－4法律体系や社会背景による影響
第九章観光魅力を有する都市構造の検証
9-1NYCにおける各指標の評価
9－1-1WCの都市力の評価結果
9-1-2WCの観光力の評価結果
9-1-3NYCの都市構造指標の評価結果
9－1-4NYCの評価結果による検証
9－2競合都市における地域開発の方向性の概観
9－2－lソウルにおける主要な地域開発の特徴
9-2-2上海における主要な地域開発の特徴
9－3東京における変化の兆候
9－3－1歴史性と伝統に対する志向
9－3－2都心回帰と中心性の回復基調
9－3－3水辺景観の形成に対する取り組み
第十章観光魅力を示す都市構造の考察
10－1歴史性,中心性,親水性と観光魅力
10－1－1観光魅力と都市の歴史性
10-1-2観光魅力と都市の中心性
10-1-3観光魅力と都市の親水性
10－2都市構造と｢観光力｣との関係性
10－3観光魅力を示す都市構造への移行
結語
謝辞
図表写真
参考文献
○研究の背景及び動機
21世紀は「都市の世紀」と言われる。これは,今後地球上で増加する人口が一層都市
に集中するという状況に加え,国家の競争力や国民の生活に影響を与える主体の部分が
国家から都市へと比重が移行しつつある現象を示している。この背景には前世紀末から
今世紀初頭にかけて,(1)(地域主義,文明主義,グローバリズムの台頭による)国家国民
の概念の希薄化,(2)(マカオやドバイなどの都市にみられる)域外の都市機能の内在化，
(3)(特に東アジアにおいて,東京の相対的地位低下による)支配的地位の不在化,といっ
た動きが共時的に進行してきた状況が挙げられる。
こうした時代において,都市競争力の強化と外来客の誘致や集客に対する取り組みは，
多くの都市や地域で重要視されてきている｡何故なら,先進国の多くの都市では,少子高
齢化と晩婚化・非婚化の進行から人口の自然増が期待できず,雇用情勢から社会増も伸
び悩んでいる一方,移民政策も積極的に推進されていないため,定住人口が増加しない
方向にあり，第三次産業が中心である都市が経済的な成長を果たすためには,必然的に
交流人口を増加させる必要性があるためである。
しかしながら,多くの都市や地域では外来客の誘致や集客に対する高い需要や意向が
あるにも関わらず,その源泉となる都市観光の魅力や競争力に対する研究は，「魅力」の
持つ抽象性や主観性のためか,あまり積極的には取り組まれていなかった。
そこで,今後本格的な「都市の世紀」の到来を迎えるに当たり,都市観光の魅力の形成
要因に対する研究は,近年観光立国を標傍する我が国や,代表する都市ともいえる東京
にとっても,研究の意義と重要性については強調しても過ぎることはないと考えられ，
こうした背景が本研究に取り組もうとする動機となっている。
○研究の目的
本研究は,世界都市とされる規模の大都市を対象に,都市の観光魅力や競争力を形成
する要因に対する新たな観点や関係性を求めていくことを基本的な狙いとしているが，
一般に認知されている地理的環境,言語物価などの要因のみでは,現代の都市に対する
観光魅力の形成要因に対する説明が不十分と考えたことが問題意識にあった。
多くの地域や自治体は都市観光の振興がもたらす効果に着目し,期待を寄せているが，
こうした時代環境において,様々な事象が複雑に絡み合う都市の観光魅力や競争力を形
成する要因を解明する研究は,現代の都市全般にとって焦眉の問題であると考えられた。
本研究の成果を通じて,都市の観光魅力を形成する新たな観点や関係性を明らかにする
ことによって,都市及び観光研究の発展への貢献とともに,都市観光を通じた地域振興
に寄与させていくことを研究の主要な目的としている。
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○研究の方法
都市の観光魅力を形成する要因を求めていくために,従来は設問調査の集計及び分析
といった方法が比較的多く用いられていたが,都市という広範かつ一般的な対象を扱う
ための困難性もみられることから,本研究では行政機関などが公表している統計資料や
データを用いた評価及び分析を中心に進める方法を採るものとした。
そこで,まず本研究では,大都市における観光魅力の結果要因を示す指標（目的変数）
として外国人訪問者数を設定することとしたが,ここで東京（日本）に外国人訪問者が
少なかった理由に,次のような状況がみられるため,他の都市との比較は困難との指摘
がある。
(1)日本は島国で,欧州やアジアのように地続きの国境がない。
(2)言語や習慣が特殊で,国際語としての英語の通用度が低い。
(3)物価が高く,周辺には観光客送出国となる経済大国がない。
しかし,上記に対しては,(1)香港シンガポール,台北は島国(都市)，ソウルも事実上
の島国(都市)であり，北京や上海も陸路訪問は考えにくい立地にある',(2)英語が問題
なく通用すると言える都市はシンガポールくらい,(3)1990年代末から東アジアの各都
市は経済成長に伴い物価上昇が続き,本研究の対象期間(1990年後半から2000年代前
半）における対ドル円為替率は,前後の期間と比較して相対的にむしろ円安基調であっ
た,といった状況などから,本研究では,東京のみが特殊な環境であったため比較の対象
にはならないと解釈せず,外国人訪問者数の統計利用について有用性を持つと判断した。
また,本研究では,(1)都市の規模と外国人訪問者数の関係には相関性が考えられる
（都市の規模が大きいほど,多くの人を引き付ける能力が高いと予測される），(2)過去
一定期間（同等規模の近隣アジアの都市と比較した）東京の外国人訪問者数は,都市の
規模に比べて相対的に少なかった(表1)，(3)内外の多くの都市と比較した,東京の都市
構造から受ける一種の特徴的な印象,といった事実や状況を下に，「都市の構造的要素が，
観光魅力に対して影響を与える因子の一つとなっている」とする仮説を設定した。
'実際には,中国大陸から香港マレーシアからシンガポールへ陸路訪問は可能であり,大陸から香港への
個人旅行が解禁された2003年以降,毎年数百万人単位で大陸から香港を訪れる中国人は増加しているが，
解禁以前から香港を毎年訪問する外国人旅行者数は1,000万人を超えていて,東アジアで圧倒的であった。
シンガポールを訪れるマレーシア人は年間4万人程度で,外国人訪問者全体の約0.5%を占めるに過ぎない。
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表1．東アジア主要都市における外国人訪問者数推移の比較 単位：万人
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ソウル
七都市合計
東京占有率
1995
217
377
137
1.020
714
207
233
2.905
7.5％
1996
237
368
143
1．297
729
219
236
3,229
7.3％
1997 1998
264 250
391 425
165 153
1．127 1.016
720 624
230 220
237 230
3.134 2,918
8.4％ 8.6％
出所：各国政府関連機関及び自治体W/S
1999
259
466
166
1．133
696
252
241
32.13
8.1％
2000 2001 2002 2003 2004 平均値 2
266 270 276 284 357 268
532 514 535 475 582 467
181 204 273 320 412 215
1,226 1.373 1.657 1.554 2．181 1.368
769 752 757 613 833 721
282 286 310 185 316 251
262 281 298 225 295 254
3.518 3.680 4.106 3．656 4.976 3,543 171.3％
7.6％ 7.3％ 6.7％ 7.8％ 7.2％ 7.6％
仮説を検証するために本研究では,都市の規模を示す「都市力」と,観光的魅力を示す
「観光力」とする指標を設定する。加えて,都市構造とは定まった定義はないが,国土庁
大都市圏整備局の「首都改造論」（1985）によると,都市構造を「都市を構成する諸要素
の地域(空間)的分布」と定義し，「(1)人口，(2)就業構造,(3)都市機能,(4)土地利用,(5)
交通,の各側面によっている」と規定しているが,本研究では「都市の構造的要素を（観
光的観点から）定量的に捉える指標」として,上記の要素を基準とする「都市構造指標」
を設定する(図1)。これら指標の測定の結果から得られた数値を「説明変数」，外国人
訪問者数を「目的変数｣とし,各指標間に対する相関性の考察などを通じて,本研究では，
都市の構造的要素が観光魅力に与えている影響性への検証を行うものとする。
調査対象時期は2000年を基準とするが,外国人訪問者数は,年度によって変動の幅が
みられることから前後十年間の平均値として,相対比較の有用性及び必要性から,対象
都市は,仮説の設定から東京を中心に捉えた場合,(1)人口面積規模,(2)地理的近接
性,(3)文化的類似性,(4)経済的中心性,(5)補完・代替性,(6)将来的発展性,などの要素
を総合的に判断して,ソウル及び上海を選定することとした。
これらの東アジア三都市の評価の結果,得られた数値に対する各指標間の分析のほか，
他の都市による例証を加え,既存の調査資料及び関連文献の考察などを通じて,仮説を
帰納的に明らかにしていくとともに,新たな都市の観光魅力の形成要因を求めていく。
○結果の整理
本研究を通じて分かった内容について,次の通り整理することができる。
21995年から2004年にかけた伸長率
3東京の外国人訪問者数は,比較的広く利用されている訪日外客数に訪問率を乗じた推計数値を適用した。
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